
登録者(課長)名【1】 都市計画課長　東原　隆

施策評価シート
都市計画課(道路建設課、企画政策課、再開

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

発課)

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
■まだ未達成 □ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

□平均を下回る ■ほぼ平均 □平均を上回る安1-1 住みやすい住環境の創造 快適な日常生活のために 安全で快適に暮らすまちづくり 【15】
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇良好な景観の整備については、地区計画を決定することにより秩序あるまちなみの確保に努めてきました。現在
キーワード【7】 、都市計画道路の沿道やひばりヶ丘駅周辺のまちづくりにおける地区計画の決定が重要な課題となっていますが、

進展する都市開発と調和の取れた良好な景観整備が必要です。 ・都市開発の進展や人市民、事業者及び行政 最近の都市開発の状況と合わせて見ると、必要な労力と時間が膨大であるのに対し、マンパワーの不足が懸念され
　また、高齢者の増加に対応するため、公共施設や住宅などのバリアフリー化を促 口増加、高齢化などのが協働し、計画的にま ます。
進することが必要です。　駅周辺の公共施設の整備については、市民や事業者と連 社会状況の変化に対応ちづくりを進めること 施策の成果と課題◇人にやさしいまちづくりの推進に当たっては、今年度から始めたバリアフリーに関する小規模店舗の改修やベン
携して各地域の特性にあわせながら検討していくことが必要です。 した良好な景観整備 により、住みやすい暮 (取組成果や目標 チの設置に対する助成制度の活用によって進めていきます。

・バリアフリー化の推らしの空間を創ります ◇市営住宅等のあり方検討については、庁内に部門横断的な検討委員会を設け、西東京市に即した市営住宅等のあ達成に向けた課進 。 り方を議論してきました。
・各地域の特性に応じ 題、成果向上・ ◇都市計画道路3・4・21号線（ひばりが丘駅北口線）・市道210号線（ひばりヶ丘駅南口地区地区計画地区幹線道
た駅周辺の整備の推進 コスト削減策等) 路１号）については、用地買収を行なってきましたが、引き続き道路用地の買収を進め、早期に道路整備を行って

概要 安全な歩行空間の形成を図ります。【16】

留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】

検
証
項
目

施策の重要性の変化特になし □弱くなっている ■以前と同程度 □強くなっている
【17】

今後の方針
意識調査での重要度

□平均を下回る ■ほぼ平均 □平均を上回る
【18】

◇良好な景観の整備については、地区計画の決定が有力な方策となりますが、都市計画道路の整備や都市開発の状
事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 況によっては、一層この件数の増大が予想されます。その場合に懸念されるマンパワー不足への対策として、今ま

で以上に専門的な知識と経験を有した、専門事業者の活用が重要と考えます。　

事
業
群

自然と都市機能の調和した良好な都市づくり
1 美しいまちなみへの取組を進めます ◇人にやさしいまちづくりの推進については、バリアフリーに関する小規模店舗の改修やベンチ設置に対する助成

や制度のPRを図ります。今後の方針人にやさしいまちづくりの推進
2 すべての人に利用しやすいまちづくりを進めます ◇市営住宅等のあり方検討については、今後、居住者等の意向の把握にも努めながら、これまで以上に具体的な検

(具体的な事業群 討を進めます。
環境に配慮した魅力ある居住空間の推進

3 魅力ある居住空間を形成します や事務事業を示 ◇重要課題である都市計画道路3・4・21号線・市道210号線については、道路用地の買収を精力的に行ない、引き
続き高いレベルで計画的に進めていきます。しながら)駅周辺のまちづくりの推進

4 駅周辺の利便性を向上させます
【19】

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

年度 19 20 21 22 23 24  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化地区計画決定数 5地区 地区 コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 2 3 3 施策実施住みやすい暮らしの空間を創造するために、西東京市内各区域の特徴に合わせた実
Ⅴ コスト、成果ともに現状を維持すべき施策領域効性のある地区計画の決定を進める必要があります。

  方針【22】
達成率 40% 60% 60% 0%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位「ポイ捨て・路上喫煙防止地区」の指定地区数 5地区 地区 なし

説
明

算
出
式
・

実績値 1 1 2まちの環境美化のため、環境美化キャンペーンの実施や「ポイ捨て・路上喫煙防止
地区」を指定してポイ捨てや路上喫煙に対してのマナー、ルールの徹底を呼びかけ

成
果
指
標

ることにより、市民が自主的な清掃活動に取り組みやすい環境づくりを進めていき
達成率 20% 20% 40% 0% 説明【23】ます。

指
標
３

名称 目標値 単位西東京都市計画道路3・4・21 号線用地取得率 100％ ％
【12】

説
明

算
出
式
・

実績値 0 0.4 10多くの市民が利用する駅周辺の整備を進めることによって、より安心して安全に利
用できるようにします。そのために、ひばりヶ丘駅周辺での用地買収を計画的に進
め、安心して通ることができる道路整備を進める必要があります。

達成率 0% 0% 10% 0% 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位保谷駅南口地区市街地再開発事業 1件 件  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 0 0 0保谷駅南口地区市街地再開発事業は、駅前の交通環境の改善や、商業の活性化のた □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化コストの
めにも必要不可欠であり、市民の皆さまより期待されている事業です。この再開発  方向性【21】
事業の早期完了をめざして事業に取り組んでいます。指標については、事業完了を 　住みやすい住環境の創造については、秩序だったまちなみ整備を先導するための地区計画の決定や、ひばりヶ丘

達成率 0% 0% 0% 0%「1」として設定しています。
駅周辺の整備・保谷駅南口の市街地再開発等を進めてきたところです。
　市民意識調査では、満足度・重要度ともに中位であり、施策内容・コストともに現状計画ベースを維持すること

達成率の平均値 15% 20% 28% 0% が妥当と判断しました。判断理由等
　なお、老朽化の激しい市営住宅については、公共施設全体の適正配置との関連性にも留意しながら、引き続き検

【市民意見】【13】 【24】 討を進めていくこととします。

平成19年度 平成22年度

満足度(％) 24.1% 満足度(％) 23.6% 満足度(％)
各年次の市民意識調査で、

満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施-0.42 -0.19 Ⅴ コスト、成果ともに現状を維持すべき施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】
合計値として算出しています。重要度(％) 76.3% 重要度(％) 73.9% 重要度(％)

重要度 重要度 重要度1.11 1.08
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)



　　：

ひばりヶ丘駅バリ

評

アフ

リー化事業【事前

価

】

道路建設課 多くの市

年

民が利用する西武池袋

度

線ひばりヶ丘駅の南口

【

駅前広場の交通環境の

2

改善と歩道

等のバリア

8

フリー化を図り、高齢

】

者及び障害者などの全

事

ての駅利用者が安全に

務

歩行がで

きる駅前広場

事

の整備を検討していま

業

す。

0 0 0 － － 駅前整

サ

備をすることにより、

ー

駅利用者

の駅へのアク

ビ

セス性と全ての歩行者

ス

の

安全性の向上を図り

貢

ます。

Ｂ

献度
名称【25】 担当課【

3 建築基準行政

2

の取組に

ついての検討

6

【事前】

企画政策課 良

】

好な生活環境の確保の

概

ために建築確認等の事

要

務の移管について検討

【

していますが、人

員の

2

確保や専門職としての

7

ノウハウの蓄積、その

】

ための財源というよう

の

に幾つかの課題

があり

評

ます。東京都とも勉強

価

会などを開催しながら

施

連携を図り、引き続き

策

検討します。

81 0 8

に

1 － － 良好な生活環境

お

の確保のため、建築基

け

準行政の取組について

る

検討しています

。

Ｂ

位置づけ【31】
水準との

泉町

【

・東伏見市営住宅

のあ

3

り方についての検

討

都

2

市計画課 　老朽化した

】

泉町・東伏見市営住宅

事

の耐震性の確保、維持

業

補修の限界の面からも

費

、早期

の対応を図る必

人

要があります。

　市営

件

住宅のあり方について

費

、調査・情報収集を図

 

るとともに、市営住宅

(

敷地の今後の

有効活用

直

も考慮しながら、その

近

中で市営住宅及び高齢

)

者住宅のあり方につい

【

て検討しま

す。

3,2

2

07 1,591 1,6

9

16 － － 高齢社会に適

】

合した住宅ストックや

 

居

住環境の向上を図る

比

ことができます。

Ａ

較【30】

1 良好な景観整

4 ひ

備

ばりヶ丘駅周辺まち

づ

に

くりの推進（西東京

都

向

市計画道路3･4･2

け

1号

線）

道路建設課 ひ

た

ばりヶ丘駅北口と西東

取

京都市計画道路3・4

組

・13号線及び新座都

都

市計画道路3・4・1

市

3号

線とを結び、ひば

計

りヶ丘駅北口地区の整

画

備を行い交通アクセス

課

を円滑にし、地域の活

地

性

化を図ることを目的

域

に事業を実施していま

の

す。

道路延長：294

特

m　道路幅員：16m

性

　駅前広場：2，80

を

9㎡　（電線共同溝路

活

線）

1,308,06

か

9 1,291,909

す

16,160 継続実施

た

(平成21年度)

下 ひ

め

ばりヶ丘駅北口のまち

、

づくりの骨格

となる駅

地

前広場及び道路整備を

区

行なう

事により、市民

計

生活における利便性・

画

安全性の向上を図るこ

を

とができるよう

になり

策

ます。

Ａ

定して、自然と都市機能の

ひばりヶ丘駅周

調

辺まち

づくりの推進（

和

北口ま

ちづくり）

都市

し

計画課 ひばりヶ丘駅周

た

辺は、商店街・公共施

良

設が集積しており、市

好

民はもとより隣接市か

な

らも

多くの利用者が訪

都

れ、市内における商圏

市

の中心の一つに位置し

景

ています。

ひばりヶ丘

観

駅北口地区については

形

、平成20年２月都市

成

計画道路3・4・21

の

号ひばりが丘駅

北口線

誘

の事業が始まり、市街

導

地環境が大きく変化す

を

ることが予想されるた

図

め、駅前とい

う立地条

り

件を活かし、鉄道の利

ま

便性と賑わいのある商

す

業環境を備えた人にや

。

さしく利便

性の高いま

8

ちづくりを目指してい

,

ます。

15,620 3

2

,500 12,120

3

継続実施

(平成21年

2

度)

中 当該地域に地区

5

の将来のまちづくりの

,

方針となる地区計画を

0

導入していくこ

とによ

0

り、個々の建物建替え

0

等に併せ

、賑わいのあ

3

る商業環境を備えた人

,

に

やさしく利便性の高

2

いまちへの更新を

図る

3

ことができるようにな

2

ります。

Ａ

－ － 都市計画道路等の整備により、周辺市

街地の環境が大きく変化すると考えら

れる地域について、地区計画等を誘導

しながら良好な都市景観形成の誘導を

図ることができます。

Ａ

2 人にやさしいまちづく

りの推進、バリアフリ

ー等助成制度

都市計画課 高齢者や障害者、大人も子どももすべての市民の社会的自立や社会参加等を容易にし、

住み慣れた地域で豊かな生活ができるように、平成19年12月に西東京市人にやさしいま

ちづくり条例

【

を制定しました。

　ま

施

た、この条例の規定に

策

基づき、「西東京市人

内

にやさしいまちづくり

の

推進計画」を平

成20

事

年度において策定しま

務

した。この推進計画の

事

施策として、「補助制

業

度の活用による

バリア

貢

フリーの誘導」、また

献

、「まちなかにおける

度

休憩スペースの確保」

判

により、平成

21年度

定

において「(仮称)西

】

東京市小規模店舗等バ

安

リアフリー改修工事助

1

成金交付要綱」

及び「

-

(仮称)西東京市まち

1

なかベンチ設置助成金

 

交付要綱」を策定し、

住

平成22年度より

補助

み

制度の実施を図ります

や

。

6,817 5,20

す

1 1,616 － － 西東

い

京市人にやさしいまち

住

づくり条例

第7条で規

環

定する「高齢者・障害

境

者等

に配慮した人にや

の

さしいまちづくりの

推

創

進」、「小規模店舗等

造

のバリアフリ

ー化の推

総

進支援策」等について

コ

、この

助成制度の創設

ス

により、真に市民に求

ト

められる実りある事業

(

を進めることが

できま

千

す。

Ｂ

円)

事
業
群

26市の



　　

事業の合計

：

2,000,433 1

評

,850,064 15

価

0,369

年度【28】 事務事業
サービス 貢献度

名称【25】 担当課【26】 概要【27】 の評価 施策における位置づけ【31】
水準との 【32】事業費 人件費  (直近)【29】

 比較【30】

ひばりヶ丘駅周辺まち

づくりの推進（市道21

0号線拡幅改良）

道路建設課 ひばりヶ丘駅南口地区のまちづくりに関連し、地区内にある道路の交通環境機能の改善

を図り、幹線道路としての機能整備を行います。また、日常的に利用する生活道路とし

て、安全かつ快適な歩行者空間の確保を図るため、地区内にある市道210号線の拡幅整

備を進めています。

98,567 96,143 2,424 － － ひばりヶ丘駅南口のまちづくりの幹線

道路となる道路を整備することにより

、市民生活における利便性・安全性の

向上を図ることができるようになりま

す。

Ｂ

【施策

保谷駅南口地区市街地

内

再開発事業（特別会計

の

繰出金）

再開発課 駅前

事

の土地の合理的な高度

務

利用を図り、防災性の

事

向上及び快適な住環境

業

の整備を図ると

ともに

貢

、交通広場の整備等に

献

より交通環境の改善を

度

目的としています。こ

判

の再開発事業

により再

定

開発区域内に施設建築

】

物が２棟（Ⅰ・Ⅱ街区

安

）建ち、交通広場、ビ

1

ルと駅舎を

直接結ぶ歩

-

行者デッキの整備を進

1

めています。

ここでの

 

事業費は一般会計から

住

特別会計に繰出してい

み

る繰出金としています

や

。

平成20年６月Ⅱ街

す

区施設建築物完成、平

い

成22年10月Ⅰ街区

住

施設建築物完成予定、

環

平成24

年３月交通広

境

場完成予定

559,8

の

40 446,720 1

創

13,120 － － 駅前

造

の商業の活性化、住環

総

境の整備及

び交通環境

コ

の改善を図ることがで

ス

きる

ようになります。

ト

Ａ

(千円)

事
業
群

26市の


